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アメリカの宿命を知れば明日の日本と世界が分かる  

-小冊子 Vol.141 の本題  
 

本誌は一昨日入稿しました。  

  

アメリカの宿命とは、「こうならざるを得ないアメリカ」のことである。  

アメリカ合衆国は誰が何の為に造ったのか。  

アメリカの政治・軍事覇権とドル覇権は何の為なのか。  

何故「カネがモノを言う」‐「拝金主義」なのか。  

  

アメリカ合衆国誕生の日から今日までを人間の本能 Greed（欲）の視点で分析してみたのが小冊子

Vol.141 である。  

  

特集として、「イスラエル・ハマス戦争とウクライナ戦争の真実」として誰も知らない裏（真実）を述べた。  

イスラエル・ハマス戦争って、そうだったのか、と納得出来る。  

  

現在の見せかけの基軸通貨ドルには恐ろしい宿命が待っている。  

ドルに楯突いた者はすべて暗殺されてきたが、今日はドル基軸制度廃止論者でさえも交通事故死するこ

とはない。  

  

「ほぼトラ」（トランプ次期米大統領ほほ間違いなし）で何が変わるか。  

在日米軍はどうなる。  

  

常に民主党支持のウォール街が何故トランプ支持に変わったのか。  

トランプの方が儲かるから！  

  

私には絶体絶命のバイデン民主党を勝利に導く「ウルトラ C」がある。  

私がシニアフェローを務めるシンクタンクから民主党の大物へ伝えたので「ほぼトラ」が怪しくなってきた。  

  

日本の経済構造の変化、需給ギャップ好転、逃避資金還流、等々でニッケイ平均 5万円は安過ぎる！  

  

小冊子 Vol.141をじっくりお読みください。  

世の中が分かる人になれます。  

    

 

時事評論家 増田俊男 
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